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本庄高等学校同意会員各位

本庄高等学校岡窓会 会 長 岡    祐  孝

親 愛 な る同 窓 生 の皆様 。 ご清祥 にて ご活躍 の こ と とお慶 び申 し上 げ ます 。 |
t FT頃、 本 高同 窓 会 発展 の た め ご尽 力賜 り有難 く厚 く御 礼 申 し上 げ ます。   |

お蔭 様 を も ちま して、本 年度 も全 日制 ・定 時 制 の卒 業生約 450名 を新会
!

員 と して お迎 えす る こ とが出来 、同 窓 会 の若 返 りと活性 化 を実現 し、 幸甚 に

存 じます。

同 窓 会 本 来 の 目的 は 、母校 の発展 に寄 与 す るこ とで あ ります。其 の意味 で本 年 度 、 2名 の生

徒 に奨 学 金 を、 又進路 指 導部 ・図書 室 ・新 聞部 に助 成 金 を賠 呈 しま した。 同窓 会 の 第 2の 目的

は 、会 員相 互 の親 睦 の 向上 を図 る こ とで あ ります 。 会 員 の管 様 には、親 睦 を深 め るた め 6月 16

麟Gめの 同 窓 会 定期 総 会 に、是 非 ご出席 下 さい。 毎 年 、恩 師 をご招 待 す るの で、出席 者 が増 えて

お り ます 。 あ なた の ご参 加 を心 か らお待 ち して お ります。 尚、今後 の一 層 の ご支援 ・ご協 力 を

切 に お願 い申 し_上げ まf。

日 時 /6月 16日 ltb 午 後 3時

場  所 /埼 玉 グラン ドホテル (本庄駅商〉
内 容 /午 後 3時  通 常総会

午後 4時  テ ィーパーテ ィ(無料)
*御 関係深 い会員はお誘 い合 せて御出席

言己念 演奏 会/シ ャ ンソ ン 歌  山 口 さや か

懇親 会/午 後 4時 30分  会 費 3千 円

御 招 待/飯 塚 幾 太 郎   河 野  担

松 本 恵 美 子  三 先 生

の程 をお願 い申 し上 十ずます。
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事
業
報
告

元
年
４
月
側
母
校
入
学
式
に
出
席

０
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
契
約

継
統

５
月
働
会
計
監
査
を
行
う

の
岡
部
支
部
総
会
に
本

部
役
員
も
出
席

６
月
働
同
奮
会
会
報

職
発
行

像
平
成
元
年
度
通
常
総

会
を
開
催

７
月
　
母
校
ボ
ク
シ
ン
グ
部

園
体
出
場
。

祝
金
贈
塁

８
月
　
深
谷
支
部
設
立
総
会

に
出
席

９
月
　
中
高
連
絡
会
開
催

１０
月
に
母
校
柏
樹
祭
に
出
席

Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
の
懇

談
会
開
催

０
児
玉
都
市
教
職
員
支

部
総
会
に
出
席

１１
月

　

「母
校

へ
の
提
言
」

の
会
開
催

貶
月
働
同
窓
会
会
報
賊
発
行

０
年
賀
状
発
送

２
年
１
月
　
母
校
へ
助
成
金
贈
量

２
月
に
支
部
長
会
議

・
新
年

会
を
開
催

０
育
英
資
金
轄
塁

３
月
伍
新
会
員
入
会
式
開
催

修
新
幹
事
の
委
嘱
と
懇

親
会
の
開
催

得
母
校
卒
業
式

へ
の
出

席
と
記
念
品
の
贈
量

本
部
役
員
会
及
び
事
務
局
会
を

毎
月
開
催

ス 田 ― ガ ン

1. 名 誉ある歴史と伝統に輝く母校を愛 し

母校の発展に寄与 しよう。

1.本 高同窓会の旗の下に結集 し、地域に

香り高い文化の花 を咲かせよう。

1, 人 間関係を大切に し、会員相互間に親

睦の輪を拡げよう。

1.組 織を整備強化 し、機能的な連絡縄を

拡充 して、同窓会の活性化を図ろう。

1.建 学の精神を尊重 し、後輩の指導育成

'=努めよう。
一 最 近 の 母 綾 一

会
員
名
簿

四
月
の
役
員
会
に
お
き
ま
し
て

七
十
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し

て
新
会
員
名
簿
の
発
刊
が
決
定
数

し
ま
し
た
。

概
要
は
下
記
の
通
り

で
す
。

会
員
の
管
様
の
ご
注
文
を

お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

働
発
刊
予
定
　
平
成
二
年
六
月

０
頒
布
価
格
　
四
、

五
〇
〇
円

調
査
カ
ー
ド
ヘ
の
記
入
等
ご
協
力

を
合
せ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

発
刊
の
お
知
ら
せ
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傘

新
藤
先
生
の
後
任
と
し
て
、

ま

い
り
ま
し
た
中
里
で
す
。

微
力
で

は
ご
ざ

い
ま
す
が

一
生
懸
命
努
力

す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
ご
指
導
ご
協
力
の
構
お

願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、

前
任

校
は
県
立
玉
川
工
業
高
校
で
す
。

本
度
高
綾
は
六
十
八
年
の
歴
史

を
も
つ
、県

北
の
城
で
あ
り
ま
す
。

校
庭
に
は
約
百
二
本
の
樹
本
が

あ
ヶ
、

な
か
で
も
樹
令
百
有
余
年

の
ア
カ
マ
ツ
、

イ
チ
ョ
ウ
は
壮
大

で
、

畏
敬
の
念
を
感
じ
ま
す
。

校

着
任
ど
あ
い
さ
つ

校

長

中

里

邦

章
や
校
歌

に
あ
る
カ
シ
ワ
、

珍
ら

し

い
モ
ッ
ヨ
ク
、

中
庭

に
あ
る

マ

ロ
ェ
ェ
、

オ
カ
メ
ザ
サ
の
豪

に
生

え
る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

の
若
案
は
皐
月
の
空
を
覆

い
、

校

舎

に
映
え

「学
び
舎
」
を
醸
し
出

し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
庭

で
は
多
く
の
生
徒
が

共

に
語
り
合

い
、

読
書
し
、

瞑
想

に
耽
り
ま
す
。

や
が
で
、

い
つ
し

か
時
が
流
れ
、

若
者
達
は
心
豊
か

な
た
く
ま
し

い
社
会
人
に
成
長
し
、

同
窓
生
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
、

況

〈
国
公
立
大
学
〉

岩
手
１
　
山
形
１
　
群
馬
６
　
埼

玉
３
　
東
京
水
産
１
　
群
馬
県
立

女
子
１
　
一岳
崎
経
済
１
　
東
京
都

立
１〈

私
立
大
学
〉

常
磐
ユ
　
流
通
経
済
１
　
足
利
正

業
５
　
白
鴎
４
　
埼
玉
工
業
２

城
西
距
　
女
子
栄
養
２
　
酸
河
台

７
　
聖
学
院
ユ
　
一裏
曇
圏
際
７

独
協
４
　
文
教
４
　
江
戸
川
及

激
徳
１
　
千
葉
経
済
１
　
千
葉
商

科
１
　
中
央
学
院
５
　
東
京
情
報

ユ
　
麗
沢
１
　
青
山
学
院
４
　
大

妻
女
子
Ｉ
　
学
習
院
１
　
正
学
院

４
　
国
学
院
２
　
国
士
館
１
　
駒

沢
抑
　
芝
浦
工
業
１
　
専
修
２

大
正
３
　
大
東
文
化
１７
　
一品
千
穂

商
科
２
　
拓
殖
７
　
重
川
１
　
中

央
２
　
帝
京
狙
　
東
海
５
　
一昼
承

家
政
学
院
１
　
東
京
経
済
７
　
東

京
電
機
３

裏

基

本業
１

音
辞

２。
　
二
松
学
舎
２
　
日
本
１８
　
文

化
女
子
ユ
　
法
政
７
　
星
薬
科
１

夫

い
ま
、

必
要
な
こ
と
は
多
く
の
水

を
欽
み
、

多
く
の
汗
を
流
す
こ
と

で
す
。

例
え
ば
、

わ
か
る
授
業
は

予
習
な
く
し
て
は
あ
り
得
な
い
Ｌ
．

部
活
な
く
し
て
、

汗
は
流
せ
ま
せ

ん
。

こ
の
努
力
を
達
成
す
る
た
め

に
は
多
く
の
友
を
も
ち
、

物
事
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。

同
窓
会
の
皆
様
、

本
校
の
教
職

員
、

在
綾
生
と
も
に
頑
襲
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま

す
。

武
蔵
３
　
武
蔵
野
女
子
１
　
武
蔵

野
音
楽
ユ
　
明
治
３
　
明
治
学
院

１
　
明
星
１
　
立
教
３
　
立
正
６

早
稲
田
１
　
麻
布
１
　
神
奈
川
２

神
奈
川
工
科
１
　
関
東
学
院
１

相
模
女
子
１
　
聖

マ
リ
ア
ン
ナ
医

ｌ
　
Ｒ

・
ハ
イ
ツ
ー
　
仙
台
２
東

北
薬
科
１
　
東
北
工
業
１
　
立
命

館
１
　
一界
都
学
園
１
　
一承
都
産
業

１
　
北
海
道
薬
科
１
　
北
海
道
情

報
１
　
北
海
道
東
海
１

Ａ
短
期
大
学
〉

県
立
衛
生
４
　
関
東
１
　
群
馬
女

子
１
　
高
崎
芸
術
１
　
一角
崎
商
科

ユ
　
新
島
学
園
女
子
３
　
明
の
星

女
子
３
　
上
野
学
園
大
女
子
１

浦
和
２
　
共
栄
挙
園
１
　
国
際
学

院
埼
玉
１
　
埼
玉
純
真
女
子
３

十
文
字
学
園
女
子
２
　
城
西
大
女

子
７
　
商
美
学
園
３
　
女
子
聖
学

院
１０
　
立
正
大
１２
　
日
本
橋
女
学

館
ユ
　
跡
見
学
園
１
　
大
妻
女
子

大
ユ
　
学
習
院
女
子
ユ
　
川
村
１

共
立
女
子
１
　
駒
沢
４
　
実
践
女

子
１
　
淑
徳
３
　
女
子
栄
菱
ユ

女
子
美
術
２
　
白
梅
学
圏
１
　
聖

徳
栄
養
１
　
拓
殖
ユ
　
帝
京
２

戸
板
女
子
２
　
東
京
家
政
学
院
ユ

東
京
家
政
大
な
　
東
寮
女
子
体
育

１
　
東
邦
音
楽
１
　
東
洋
女
子
２

東
洋
大
ユ
　
東
横
学
園
女
子
２

日
本
大
１
　
富
±
４
　
文
化
女
子

大
２
　
文
京
女
子
５
　
武
蔵
野
美

術
大
１
　
立
教
女
学
院
２
　
相
模

女
子
大
１
　
松
蔭
女
子
１
　
昭
和

音
楽
大
３
　
東
京
工
芸
大
女
子
１

関
東
学
院
栃
木
１
　
中
自
動
車
１

新
潟
工
業
１

〈
専
門
学
校
〉

県
立
養
護
教
諭
養
成
３
　
県
立
商

看
譲
２
　
県
立
北
看
護
２
　
国
立

病
院
医
療
付
属
看
護
１
　
国
立
療

養
所
箱
根
病
院
付
属
１
　
国
立
療

養
所
犀
潟
病
院
１
　
前
橋
赤
十
字

看
護
２
　
平
和
学
院
衛
生
福
祉
ユ

お
茶
の
水
医
療
秘
書
歯
科
助
手
１

ヤ
マ
ザ
キ
日
本
動
物
看
護
１
　
埼

玉
県
理
容
美
容
２
　
埼
玉
県
栄
養

３
　
東
京
会
計
法
律
２
　
東
京
法

科
学
院
２
　
東
京
法
律
工
学
院
ユ

高
崎
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ピ
ジ
ネ
ス
３

一
橋
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ビ
ジ
ネ
ス
２

基

基
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ピ
ブ
不ヽ
ス
カ

レ
ッ
ジ
ユ
　
東
京
情
報
ビ
ジ
ネ
ス

１
　
千
代
圏
ビ
ジ
ネ
ス
ー
　
大
原

簿
記
１
　
浦
和
簿
記
１
　
神
日
外

語
２
　
東
京
外
語
２
　
日
本
外
国

語
１
　
ネ
バ
ダ
州
立
大
日
本
綾
２

テ
ン
プ
ル
大
学
日
本
横
２
　
米
国

国
際
１
　
早
稲
田
速
記
１
　
東
京

ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
ー
　
エ
ス
テ
ー

ド

・
ジ
ャ
パ
ン
ー
　
基

ネ
Ｙ
Ｍ
ｃ

Ａ
英
語
１
　
エ
ア
ト
ラ
ベ
ル
ー

東
京
科
学
３
　
東
京
科
学
電
子
工

業
１
　
東
京
科
学
電
子
ビ
ジ
ネ
ス

ー
　
東
京
電
子
１
　
東
京
工
業
１

中
央
工
学
校
６
　
千
代
圏
工
科
芸

術
１
　
ア
ル
ス
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
８

日
本
工
学
院
２
　
英
進
情
報
ユ

埼
玉
工
業
大
１
　
東
寮
建
築
１

日
本
福
祉
教
育
１
　
目
立
音
楽
院

ｌ
　
Ｅ
Ｓ
Ｐ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ア
カ

デ
ミ
１
１
　
ヤ
マ
ハ
講
師
研
修
生

コ
ー
ス
ー
　
東
京
製
菓

１
　
・華
学

園
栄
養

１
　

バ

ン
タ

ン

・
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
１
　
新
宿
美
術
１
　
東

京
デ
ザ
イ
ナ
１
２
　
東
京
モ
ー
ド

ユ
　
杉
野
学
園
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー

大
塚
末
子
き
も
の
１
　
そ
の
他
３

〈
就
　
職
〉

日
立
製
作
所
１
　
大
日
本
印
刷
２

ダ
イ
ワ
電
機
精
五
ユ
　
エ
ー
ザ
イ

ー
　
ケ
ン
エ
イ
車
両
販
売
上
　
郵

政
２
　
県
戦
１
　
市
役
所
１
　
　
！

教
職
員
の
異
勤
・

全
日
制
　
　
　
（敬
称
略
）

〈
転
出
〉

綾
長
　
新
藤
　
格
　
熊
谷
高
校
長

教
諭
　
高
橋
嘉
明
　
勇
還

″
　

森
　
利
雄
　
勇
退

ク
　

八
巻
紀
男
　
本
庄
北
高
ヘ

ク
　

鳥
羽
雅
子
　
寄
居
高

ヘ

ク
　

柴
田
隆
範
　
草
加
西
高
ヘ

事
長
　
野
本
勝
子
　
児
農
工
高
ヘ

常
講
　
小
暮
等
雄
　
坂
声
高
ヘ

″
　

中
村
雅
子
　
寄
居
高

ヘ

特
議
　
針
谷
良
美
　
勇
退

非
講
　
松
本
懸
巳
子
勇
還

ク
　

竹
沢
　
茂
　
勇
退

″
　

中
島
弘
子
　
勇
還

″
　

若
旅
百
合
美
熊
工
高

ヘ

ク
　

金
子
素
子
　
小
鹿
野
高
ヘ

〈
転
入
〉

校
長
　
中
里
邦
夫

教
諭
　
小
暮
直
子

ク
　

山
田
通
子

ク
　

高
橘
邦
勇

ク
　

佐
藤
文
治

夕
　

石
原
宏
敏

ク
　

坂
巻
博
司

ク
　

中
鳴
信
彰

教
諭
齢
橋
本
業
慈

ク
　
中
村
和
代

非
講
　
関
根
君
代

ク
　

田
畠
豊
子

ク
　

高
橋
久
美

ク
　

岡
村
健
二

定
時
制

〈
転
入
〉

養
助
　
塩
脇
　
薫

五
工
高
校
長
ぢ

本
鹿
北
高
ぢ

寄
居
高
う

本
座
北
高
う

熊
商
高
お

児
五
高
ぢ

鴻
巣
女
高
お

草
加
南
高
歩

本
高
定
お

新
採
用

新
採
用

新
採
用

新
採
用

新
採
用

新
採
用
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昭
和
五
十
五
年
二
月
本
度
高
校

を
通
職
し
て
十
年
た
ち
ま
す
。

ず

っ
と
本
座
で
く
ら
し
て
い
る
の
で

本
中
、

本
高
女
、

本
高
卒
業
生
の

多
く
の
方
々
と
親
し
く
お
付
き
合

い
を
し
て
項

い
て
、

楽
し
く
す
ご

さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

本
高
在
職
中
ご

一
緒
だ

っ
た
古

川
弘
先
生
に
絵
の
手
ほ
ど
き
を
し

て
項

い
た
お
か
げ
で
、

毎
日
絵
を

河
野

　

埋

か
い
て
充
実
し
た
第
工
の
人
生
を

送

っ
て
い
ま
す
。

麓
原
会
ヽ
白
日

会
、

県
と
県
北
の
撲
術
家
協
会
に

入

っ
て
、

絵
の
勉
強
会
、

写
生
会

な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

只
今
は
麓
原
会
の
春
季
展

公
募
展
や
、

今
秋
本
度
で
開
催
さ

れ
る
県
北
美
術
展
に
出
す
作
品
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

定
年
退
職
を
し
て
、

時
間
講
師

で
名
残
り
を
惜
し
ま
せ
て
い
た
だ

い
た

一
年
間
は
ア
ッ
と
い
う
間
に

す
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
別
れ

も
近
づ
い
た
こ
の
二
月
、

卒
業
生

の
田
村
先
生
を
師
に

一
絃
琴
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
音
も
と
れ
ず
、

唄
も
憶
え

ま
せ
ん
け
れ
ど
少
じ
本
高
と
の
絆

が
残
さ
れ
た
気
が
し
て
け
い
こ
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。

何
を
や

っ
て
も
も
の
に
な
ら
な

一
絃
琴
を

は
じ
め
ま
し
た

松
本
恵
呂
子

い
無
能
さ
を
示
知
で
、

こ
れ
を
機

に
再
出
発
の
つ
も
り
で
い
ま
す
。

独
得
の
美
し
い
音
色
と
、

語
る

よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
が
今
の
私
に
し

っ
く
り
と
し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

功
を
あ
せ
ら
ず
、

プ
ロ
セ
ス

を
大
切
に
し
て
い
る
こ
Ｑ
頃
で
す
。

本
高
に
職
を
得
て
四
十
余
年
、

ほ

ん
と
う
に
永ヽ
い
閣
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

　

（旧
職
員
）

平
成
二
年

二
月
卒
業

新

幹

事

を
フ
ス
氏
名
　
　
　
　
電
話

（〇
四
九
五
は
省
略
）

ユ
　
吉
田
住
心
　
　
働
五
四
六
八

大
塚
久
美
子
　
働
七
二
三
二

２
　
伊
藤
芳
剛
　
（〇
四
人
五
）

金
子
文
代

３
　
住
療
健
二

大
本
好
恵

４
　
小
暮
畠
秋

青
木
由
子

５
　
曲
測

修

岡
田
弘
子

６
　
福
村
智
宏

石
田
晴
代
　
　
の
〇

一
八
六

大
沢
裕
之
　
　
働
二
七
七
え

山
崎
友
紀
子
（〇
四
八
五
）

の

一天
〇
八

望
月
竜
雄
　
（〇
四
人
五
）

働
二

一
九
七

今
村
　
香
　
（〇
四
八
五
）

働
二
七
二
三

機
野
彰
慶
　
　
轡

岳
二
四
三

岡

光
洋
　
　
の

一
九
二
三

井
上
秀
成
　
　
働
五
二
五
九

久
保
　
明
　
　
働
一や一二
〇
二

働
八

一
二
四

（〇
四
八
五
）

側

一
五
一曇
二

（〇
四
八
五
）

働
二
人
二
〇

の
二
一九
〇

（〇
四
八
五
）

ｍ
七
二
人
七

例
四
六
四
五

鉛
二

ご

王
ハ

（〇
四
八
五
）

仰
〇
五
四
七

（〇
四
六
七
）

働

言
善
二
七

支

部

役

員

（支
部
長
）

本
座
連
合
　
立
川
　
大
作
　
中
９

宮

　

本

棄
村
　
龍
男
　
中
１６

泉
　
　
町
　
竹
並
栄

一
部

併
中
２

仲

　

町
　
中
田
　
脩

一　

時
抑

止
　
　
町
　
境
野
　
　
登

高
２

七

軒

町
　
町
翻
　

一
徳
　
高
５

本

　

町
　
鈴
木
　
清
司
　
中
２．

台

　

町

松
本
　
敬

一　

定
１

照

　

若
　
飯
野
　
利
衛

中
抑

南

本

町
　
村
田
敬
次
郎
　
中
２２

末

　

広
　
坂
本
　
敬
信
　
中
乾

諏

　

訪
　
井
上
　
畠
幸
　
中
２２

朝

日

町

内
藤

　

明
　
一品
３

藤
　
　
田
　
荻
野

　

精

中
８

仁
　
　
手
　
橋
本
　
　
鯨
　
中
２。

旭

北

　

泉

今

　

井

児

　

玉

襲

　

塁

神

　

川

神

　

泉

上

　

量

寄

　

層

岡

　

部

深

　

谷

熊

　

谷

県
庁
県
商

伊

勢

崎

新

　

町

東

　

エネ

産

市
鋳

エ
ー
ザ
イ

沖

電

気

教

戦

員

戸
塚
　
泰
和

キ
３

門
倉

義
久
　
中
１１

岡
芹
鶴
五
郎

中
ｌｏ

吉
田
　
建
治
　
一品
２

春
山
　
一
言
一　
高
３

坂
本
多
喜
夫
　
中
”

新
井

従
信

中
１５

荒
井
冨
次
雄

中
狙

朝
比
奈
利
雄
　
中
９

茂
本
　
肇

キ
Ｍ

清
水
　
賛
　
中
抑

西
村

茂
雄
　
中
１７

高
構
　
英
二
　
中
２。

小
此
木
董
一　
中
２３

山
田

仁
一　
中
醜

冨
田

一二郎

中
４

黒
田
　
達
雄
　
定
２

春
日
　
伸
康

高
５

小
沢
　
徹
之
　
高
距

宮
崎
　
郁
音
　
高
４

同

窓
△
=

ヽ
ヽ
マヽ

一
二

事

典

Ｉ
　
基
本
的
事
項

一
、

会
の
目
的

（会
則
三
条
）

母
校
と
の
連
絡
を
密
に
し
、

そ

の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
と
共
に
、

会
員
相
互
の
親
睦
向
上
を
図
る
事

一
一、
会
の
事
業

（会
則
囲
条
）

①
名
簿
の
作
成
並
び
に
会
報
の

発
行

（必
要
に
応
じ
）

②
懇
談
会
の
開
催

③
母
校
教
育
に
対
す
る
援
助

④
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に

必
要
な
事
項

言
一、
会
員
資
格

（会
則
五
条
）

①
通
常
会
員
　
卒
業
生

②
特
別
会
員
　
母
枝
現
旧
職
員

③
名
誉
会
員
　
役
員
会
の
決
議

に
よ
り
会
長
が
之
を
委
嘱
じ

た
も
の

四
、

会
員
の
義
務

①
会
費
の
納
入

（会
劇
六
条
）

②
身
上
住
所
等
の
異
動
が
生
じ

た
場
合
の
報
告
⌒会
則
一一主
条
）

五
、

会
運
営
の
主
な
資
金
源

①
通
常
会
員
よ
り
の
年
会
費

一
〇
〇
〇
円

（会
則
六
条
）

②
新
入
会
員
よ
り
の
入
会
金

二
〇
〇
〇
円

（会
則
七
条
）

③
通
常
会
員
よ
り
の
終
身
会
費

一
〇
〇
〇
〇
円
（会
則
八
条
）

Ｉ

会
還
曽
の
組
織

一
、

事
務
局
会

、
会
長
主
催
の
も
と
に
毎
月

一

国
以
上
の
会
議
を
も
ち
議
案

作
成
な
ど
の
業
務
を
行
う

二
、

本
部
役
員
会

毎
月

一
回
定
例
役
員
会
を
開

き
、

事
務
局
よ
り
提
出
さ
れ

た
議
事
を
審
議
す
る
。

ど
一、
支
部
長
会

毎
年

一
回
開
催
さ
れ
本
部
よ

り
の
報
告
を
聞
き
、

意
見
具

申
を
行
う

四
、

総
会

①
会
長
、副

会
長
の
選
出
（会

則
十
条
）
但
し
隔
年

（会

則
十

一
条
）

②
審
議
事
項
（会
則
十
二
条
）

〇
予
算
及
び
決
算

Ｑ
事
業
計
画

③
本
規
約
で
規
定
し
た
事

項
Ｑ
て
の
他
重
要
事
項

五
、

支
部
会

各
支
部
が
独
自
の
支
部
会
則

に
則
り
開
催
す
る

Ｉ
　
一異
体
的
肇
閣
逓
韓
喜
発

一
、

母
綾
関
係

①
入
学
式

・
卒
業
式

へ
出
席

②
ク
ラ
ブ
活
動

へ
の
応
援

③
櫓
樹
祭

へ
の
出
席

④
中
高
連
絡
会
の
開
催

⑥
青
英
資
金
の
給
付

⑥
助
成
金
の
支
給

一
一、
貧

緩

①
会
報
の
発
行

（年
二
回
）

②
定
期
総
会
の
開
催

③
安
部
長
会
議
の
開
催

④
新
年
会
の
開
催

⑤
年
賀
状
の
発
送

⑥
新
入
会
式
の
開
催

④
新
幹
事
の
委
嘱
式
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親
愛
な
る
同
窓
生
の
皆
様
、

私
達
は
母
校

へ
の
寄
与
貢
献

と
会
員
相
互
の
親
睦
向
上
を
念
願
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
が

主
た
る
基
礎
財
源
は
終
身
会
費

舎
官
万
円
）
を
主
と
し
て
い

ま
す
。

未
納
の
方
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

終
身
会
費
ご
納
入
の
際
に
は
左
記
目
座
に
ご
入
金
下
さ
い
。

郵
便
局
振
込
田
座
番
号
　
東
京
二
―

一
八
七
〇
二
〇

本
高
同
窓
会
役
員

一
同

平
成
―
・１２
・１

～

２

・

３

・

３

須
田
正
子

お
‐５

秋
谷
尚
之
　
浜
野
通
子
　
松
本
恵
子

小
暮
　
勲
　
小
率
慎
二
　
吉
川
梅
乃

森
村
和
江
　
鳥
居
芳
江
　
中
井
広
道

松
本
玲
子

志
活

秋
出
徳
善
　
野
田
正
郎
　
新
井
ミ
ド
リ

金
谷
み
ち
手

語
１７

青
柳
溝
茂
　
新
井
久
恵
　
新
井
催
子

大
沢
徳
子
　
塩
原

一
英
　
石
川
春
子

小
測
美
智
子

夫
沢
佳
代
子

古
川
行
男

古
郡
　
登

お
博

新
　
克
之
　
内
野
達
子
　
宇
野
隆
彦

永
野
典
子
　
田
日
　
隆
　
安
藤
和
子

題
鳴

一
雄
　
狩
野
輝
昭
　
羽
原
正
輔

岡
安
和
子
　
岡
本
則
子
　
森
　
義
夫

八
子
光
江
　
音
田
春
美

高
１９

江
黒
悦
子
　
安
野
由
紀
子

塩
原
雄
二
郎

須
藤
と
み
江

瀬
戸
博
澄
　
武
井
哲
男

武
正
秋
夫
　
田
島
邦
行
　
塚
田
耐
子

中
川
春
雄
　
中
沢
則
子
　
率
閉
晴
夫

由
圏
　
進
　
依
田
洋

一

お
如

大
沢
の
ぷ
子

千
葉
千
悪
子

久
保
正
武

勝
田
揚
子
　
下
出
規
行
　
南
橘
初
枝

野
枝
幹
夫
　
小
野
由
美
子

森
田
幸
夫

芝
崎
信
子

高
２‐

儘
題
英
夫

ぉ
３‐

飯
塚
俊
直

ぉ

３３
稗
原
通
子

市
賛

梯
原
明
人

志
拇

謙
簿
納
入
者
芳
名

爺
瀞
響

旧

女

６

角
田
イ
チ

高
３

青
木
　
旭

議
５

三
角
善
四
郎

薄
９

水
島
後
武

お
１０

渋
沢
保
彦

商
”

佐
藤
ヒ
ロ
　
井
田
　
勲
　
一二
好
恭
子

堀
田
雅
恵
　
黒
沢
二
部
　
八
本
原
ヽヽ
キ

野
田
公
子
　
龍
池
幸

一　

長
岡
寛
治

新
井
紀
子
　
菊
池
美
子
　
古
川
俊
子

関
田
文
代
　
鈴
紀
靖
子
　
中
村
幸
子

内
田
和
子

お
‐２

小
林
秋
江
　
白
本
直
子
　
石
田
信
向

牛
久
保

一
夫

高
野
通
子
　
島
貫
弘
子

坂
上
童
次
郎

佐
藤
約
子
　
根
岸
勝
子

戸
塚
数
子
　
野
田
勝
治
　
萩
原
洋
造

海
沢
邦
江
　
守
屋
ふ
き
　
一二
宅
健
吉

八
本
　
清
　
山
田
武
夫
　
吉
野
　
再第

商
１３

育
本
　
熙
　
秋
山
清
子
　
田
中
適
子

坂
上
英
佐
江

渋
沢
設
子
　
増
題
導
久
子

橋
本
操
子
　
森
　
重
樹

高
１４

古
川
久
江
　
内
閣
博
和
　
柿
沢
俊
雄

柿
沢
　
肇
　
浅
賀
槙
子
　
須
長
普
作

竹
田
房
子
　
夫
野
睦
子
　
早
野
幹
夫

島
田
敏
江
　
池
川
敏
子
　
桜
井
征
子

冨
田
正
子
　
森
村
信
行
　
小
峰
和
子

田
島
省
二
　
田
鳴
　
明
　
斎
藤
静
子

永
山
静
夫
　
差
谷
川
佐
知
子

日
和
田
直
志

饗
庭
俊
子
　
星
野
　

一　

宮
本
信
夫

森
　
幹
男

志
２５

朝
川
茂
夫
　
新
井
啓
子
　
飯
塚
能
成

鹿
沼
高
志
　
森
　
米
子
　
島
田
義
明

須
藤
直
後
　
北
川
千
代
子

高
湾

井
上
正
敏
　
岩
崎
寿
行
　
小
泉
洋

一

日
島
直
構
　
題
端
基
人
　
塚
越
　
肇

中
　
善
夫
　
野
田
卓
也
　
原
日
座

一

堀
池
　
実
　
松
崎
隆
良
　
吉
川
益
弘

志
２７

飯
鳴
　
治
　
飯
田
　
潔

鹿
山
み
ど
り

五
ヤ
風
英
治

夫
沢
重
秋
　
今
　
幸
子

杉
島
秀
幸
　
杉
本
　
暁
　
松
永
正
恵

丸
橋
淑
夫

高
２８

上
隠
宜
永

定
４

小
川
久
美
子

定
１０

天
田
敏
明

定
打

柿
沢
敏
文
　
一戸
谷

一
太
郎

松
本
圭
司

和
田
昭
次

定
１２

根
岸
　
進
　
前
村
俊
雄

定
１３

高
精
　
勇特

房ll≡昭
和
４４

・
３
卒
～
５３

・
３
卒
迄

今
回
は
高
２‐

．
定
２０
１
高
３０
．
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